
令和 2 年（2020）年度スルメイカ秋季発生系群の 

科学的パラメータに関する提案 
 
国立研究開発法人 水産研究・教育機構並びに、共同実施機関は、令和 2（2020）年度ス

ルメイカ秋季発生系群の資源評価会議（2020 年 11 月）をふまえて、令和 2 年 7 月の研究機

関会議で提案された科学的パラメータについて、以下の点を再提案する。 
 
管理基準値 

・目標管理基準は、SBmsy で 329 千トン 
・限界管理基準値は、SB0.75msy で 189 千トン 
・禁漁水準は、SB0.15msy で 30 千トン 
 
チューニングパラメータβ 

・本系群は、今後数年は低加入注 1）が続く可能性が高く、そのような状況下でも、5 年後に

限界管理基準値を 50％以上の確率で上回るような管理を行うことが望ましい注 2）。そのた

めの βは 1.0 以下である。 
・今後の加入が通常の状態注 1）であれば、10 年後に目標管理基準を 50%以上の確率で上回

るための βは 0.9 以下である。 
・加入量変動に対して頑健な βは 0.9 以下である。 
 
注 1）「低加入」とは、今後 5 年間は、最近 5 年間に経験した低加入（長期データで得られ

る再生産関係よりも加入が少ない状態）が継続し、その後徐々に回復することを仮定した

場合である。一方、「通常」とは、長期データで得られた再生産関係に基づき加入があるこ

とを仮定した場合である。低加入の予測では、将来の各年の加入は通常の状態よりも少な

く仮定しているため、β が同じであっても、漁獲量は通常の状態よりも少なく予測される

ことに注意を要する。 
注 2）5 年低加入が続いたとしても、限界管理基準値まで資源を回復させれば、6 年後以降

に再生産が通常の状態に戻った場合に 10 年後に親魚資源量は目標管理基準値付近まで回

復する。 
 
その他 

・再生産関係のパラメータ推定に使用するデータは、令和元（2019）年度本系群の資源評価

で推定された 1981～2017 年漁期の親魚尾数および 2018 年魚期までの資源尾数（加入尾

数と同じ）をもとに、その後に得た 2019 年漁期の漁獲量情報および 2005 年漁期以降に

中国の漁獲量の仮定値を組み込んだ場合の計算結果に修正したものを用いた。 
・本系群の再生産関係としては、自己相関を考慮しない最小二乗法により最適化したホッケ

ー・スティック型再生産関係モデルを提案した。 
・本系群の資料で示した将来の漁獲量および漁獲圧は、本系群を漁獲する全ての国の合計値

である。 


